《展示のみどころ》
県立博物館企画展「喜多村進と徳川頼貞」

１　頼貞からの絵葉書（和歌山県立博物館蔵、展示番号56）
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自動的に生成された説明]　紀伊徳川家当主･頼貞 (よりさだ)(1892〜1954)は、たびたび外遊を行っているが、大正10年(1921)のヨーロッパ旅行、大正15年〜昭和2年(1927)の東南アジア旅行、そして昭和4年〜同6年のヨーロッパ・南米旅行の際、喜多村進にあてて絵葉書を送っている。現地の状況を知らせるだけでなく、南 (なん)葵 (き)音楽 (おんがく)図 (と)書館 (しょかん)への楽譜･音楽書の購入を連絡するものもみられる。この絵葉書では、フランスの作曲家･V.ダンディの交響詩「山の夏の日」とE.シャブリエの狂詩曲「スペイン」の楽譜を、ロンドンで購入し東京へ発送したことを記す。
[image: ]２　バルコニーの徳川頼貞（和歌山県立博物館蔵、展示番号54）
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自動的に生成された説明]　　　　バルコニーに出て、読書をしながらくつろぐ徳川頼貞の写真。場所は、南葵音楽図書館などのあった東京･麻 (あざ)布 (ぶ)飯倉 (いいくら)の紀伊徳川家本邸ではなく、上大崎 (かみおおさき)(花房山 (はなぶさやま))の頼貞の私邸「ヴィラ･エリザ」である。頼貞は、大正10年(1921)〜昭和13年(1938)の間使用していた。大正12年(1923)、喜多村宛ての頼貞直筆の英字サインが記されている。

３　島崎藤村の掛軸−「千曲川旅情の歌　喜多村君におくる」
   （和歌山県立博物館蔵、展示番号59）　　　
[bookmark: _GoBack]　田 (た)山 (やま)花 (か)袋 (たい)と同じく喜多村の師であった島崎藤村 (しまざきとうそん)が、南葵音楽図書館が閉館になったため、帰郷して和歌山県立図書館へ移る喜多村に贈った直筆の掛軸。有名な「千 (ち)曲川 (くまがわ)旅情の歌」の2番目の詩が記される。このほか、和歌山への帰郷をためらう喜多村に対して、「郷里 (ふるさと)というものはいいものだ」など、優しく助言をしたようである。
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